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AI特許紹介(75) 

AI特許を学ぶ！究める！ 

～InstructBLIP特許～ 

2025年 4月 10日 

河野特許事務所 

所長弁理士 河野英仁 

 

「AI特許紹介」シリーズは、注目すべき AI特許のポイントを紹介します。熾烈な競

争となっている第４次産業革命下では AI 技術がキーとなり、この AI 技術・ソリュー

ションを特許として適切に権利化しておくことが重要であることは言うまでもありま

せん。 

 

 AI技術は Google, Microsoft, Amazonを始めとした ITプラットフォーマ、研究機関

及び大学から毎週のように新たな手法が提案されており、また AI 技術を活用した新た

なソリューションも次々とリリースされています。 

 

 本稿では米国先進 IT 企業を中心に、これらの企業から出願された AI 特許に記載さ

れた AIテクノロジー・ソリューションのポイントをわかりやすく解説致します。 

 

1.概要 

特許出願人 Salesforce 

出願日 2023年 11月 9日 

公開日  2024年 5月 16日 

公開番号 US2024/0160858 

発明の名称 視覚言語モデル指示チューニングのためのシステムおよび方法 

 

 858 特許は、マルチモーダルエンコーダにより、入力された画像の画像表現とテキス

ト指示をクロスアテンドし、その後言語モデルにより、テキスト指示に応答した視覚言

語タスク出力を生成する InstructBLIP技術に関する。 

 

2.特許内容の説明 

 図 1は、視覚言語指示モデルフレームワークを示す簡略図である。 
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視覚言語指示モデル 130 は、言語モデル 122 と、言語モデル 122 の指示認識画像表

現 116 の生成を支援するマルチモーダルエンコーダ 108 とを含む。視覚言語指示モデ

ル 130 は、入力画像 102 と指示 112 を受け取り、それらの入力に基づいて出力テキス

ト 124 を生成する。たとえば、入力画像 102 は、テーブル上のさまざまな野菜やその

他の材料の画像である。指示 112は、「この画像について詳しく教えてください。」であ

る。これらの例示的な入力により、視覚言語指示モデル 130は、次のような出力テキス

トを生成する。 

 

「この画像は、テーブル上に並べられたニンジン、キュウリ、トマト、ナッツなどのさ

まざまな野菜のコレクションを示しています。ピーナッツ、カシューナッツ、カボチャ

の種など、さまざまな種類の材料が入った瓶がいくつかあります。これらの材料は、健

康的な食事やスナックの一部である可能性があります。」 

 

マルチモーダルエンコーダ 108 は、学習可能なクエリ 110 のセットを使用して、固

定画像エンコーダ 104 から視覚的特徴を抽出する軽量のトランスフォーマーである。

言い換えると、マルチモーダルエンコーダ 108 は、固定画像エンコーダ 104 と固定言

語モデル 122 の間の情報ボトルネックとして機能し、入力画像 102 から最も有用な視

覚的特徴を供給して、言語モデル 122が目的のテキストを出力する。 
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入力画像 102 は、画像エンコーダ 104 によって、入力画像 102 のベクトル表現であ

る画像埋め込み 119 にエンコードされる。画像エンコーダ 104 は、一般的な画像特徴

を抽出する事前トレーニング済み画像エンコーダである。指示 112は、テキストエンコ

ーダによってテキスト特徴ベクトルにエンコードされる。画像特徴ベクトルおよびテキ

スト特徴ベクトルは、マルチモーダルエンコーダ 108に入力される。 

 

クエリ 110は、トレーニングプロセスの一部として調整される可能性のある、ランダ

ムに初期化されたベクトルである。マルチモーダルエンコーダ 108 は、指示 112 を使

用して、入力画像 102 のうち指示 112 に最も関連する部分に注目することで、入力画

像のベクトル表現 (たとえば、命令認識画像表現) を生成する。フィードフォワードニ

ューラルネットワークが対象のベクトル表現をさらに更新し、指示認識画像表現 116を

提供する。 

  

指示認識画像表現 116 と指示 112 を組み合わせて、言語モデル 122 のプロンプトを

生成する。言語モデル 122は、プロンプトに基づいて、視覚言語タスク出力である出力

テキスト 124を生成する。 

 

図 2は、マルチモーダルエンコーダ 108を示す簡略図である。 
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マルチモーダルエンコーダ 108は、同じセルフアテンション層 202を共有する 2 つ

のトランスフォーマーサブモジュールで構成される。クロスアテンション 204 および

フィードフォワード 206 を備えた画像トランスフォーマーは、視覚的特徴抽出のため

にクロスアテンション画像埋め込み 118 によって、フリーズ画像エンコーダ 104 と対

話する。フィードフォワード 208を含むテキストトランスフォーマーは、テキストエン

コーダとテキストデコーダの両方として機能する。 

 

画像エンコーダ 104 からの画像埋め込み 118 は、転送ブロックのスタックを含むク

ロスアテンション 204に渡される。学習可能なクエリ埋め込み (クエリ) 110の固定数

がセルフアテンション 202 に入力される。クエリ 110 も調整可能であり、マルチモー

ダルエンコーダ 108 のパラメータとみなされ、トレーニング中にマルチモーダルエン

コーダ 108によって更新される。 

 

クエリ 110 は、セルフアテンション層 202 を介して相互に対話し、セルフアテンシ

ョン出力を生成する。クエリ 110は、たとえばアテンションマスキングを介して、同じ

セルフアテンション層 202 を介して指示 112 とさらに対話する。次に、セルフアテン

ション出力は、クロスアテンション層 204を介して、凍結画像の特徴、例えば凍結画像

エンコーダ 104からの画像表現と相互作用し、クロスアテンション出力を生成する。 

 

クロスアテンション出力は、フィードフォワード層 206 に渡され、入力画像 102 の

変換された画像表現として出力埋め込み 102 を生成する。たとえば、32 個のクエリが

使用され、各クエリの次元は 768 である (マルチモーダルエンコーダ 108 の隠し次元

と同じ)。出力埋め込み 102のサイズ(32×768)は、凍結された画像特徴のサイズ (たと

えば、一部の実施形態では 257×1024) よりもはるかに小さくなる。 

 

一方、テキストトランスフォーマーは、入力指示 112を受信してエンコードする。具

体的には、指示 112 内のテキストトークンは、セルフアテンション層 202 を介して相

互に作用し、セルフアテンション出力を生成する。次に、異なる視覚言語目標が採用さ

れ、クエリ 110 がテキスト指示 112 に最も関連のある画像表現から視覚情報を抽出す

るように強制される。フィードフォワード層 208 は、セルフアテンション出力からテ

キスト表現を生成する。トレーニング段階に応じて、指示 112 は、入力画像 102 に関

連付けられた画像キャプションなどの別のテキスト入力になる。 

 

 

3.クレーム 

 858特許のクレーム 1は以下の通りである。 
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1. 入力画像に関連するテキスト命令に対する視覚言語タスク出力を生成する方法であ

って、 

データインターフェースを介して、入力画像と、入力画像に関連する指示を含むテキ

スト指示とを受信し、 

 画像エンコーダを介して入力画像を第１の画像表現にエンコードし、 

 マルチモーダルエンコーダによって、第１の画像表現をテキスト指示にクロスアテン

ドすることに基づいて第２の画像表現を生成し、 

 ニューラルネットワークベースの言語モデルによって、第２の画像表現とテキスト指

示とを組み合わせた入力に基づいて、テキスト指示に応答して視覚言語タスク出力を生

成する。 

 

 

4. 本特許に関連する論文 

 本特許に関する論文“InstructBLIP: Towards General-purpose Vision-Language 

Models with Instruction Tuning”1が、SalesforceのWenliang Dai氏らにより公表さ

れている。 

下記図は、画像及び指示を与えた場合に InstructBLIPにより生成されるテキスト出力

を示す。 

 
1 Wenliang Dai, et al. “InstructBLIP: Towards General-purpose Vision-Language 

Models with Instruction Tuning”  arXiv:2205.11487v1 [cs.CV] 23 May 2022 
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 論文には、他のモデルとの比較結果が下記の通り示されている。様々なデータセット
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において InstructBLIPの性能が優れていることが理解できる。 

 

 

以上 
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